
複写元（抽出したいデータが存在する）
「超」ファイリングシステムの管理情報
フォルダを設定いたします。

キーワードや日付など、抽出条件
を設定します。　操作性は「超」
ファイリングシステムと同じ。 抽出結果を「ごみ箱」に入れるか、

償却するかを選択できます。
操作には、注意が必要です。

「総容量見積り」ボタン。
抽出結果のトータルファイル
サイズ（バイト）を計測します。

データの移動先、複写先の
「超」ファイリングシステムの
管理情報フォルダを設定します。

画像編集やブック文章等の更新
時刻に差異がある場合。

所要時間が長くなります。

ログファイルの保存先を設定します。
後にどういうデータが転送されたのか
確認できます。

「移動」ボタン。
検索抽出条件に合致したデータを
移動元から削除し、移動先に移動します。
実行までに確認のダイアログが出て
注意を促す仕組みになっていますが、
データが削除されますので、十分な
注意が必要です。

「複写」ボタン。
元のデータを複写元に残したまま
検索抽出条件に合致したデータを
複写先に複写（コピー）します。
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